
ポリマーに担持された触媒を用いる有機合成反
応は、触媒をろ過などの簡便な操作で取り除け、ま
た触媒も再利用が容易である事から効率的で環境
にもやさしい反応である。当研究室ではポリスチレ
ンに担持した有機塩基触媒を用いて効率的な触媒
反応の開発に成功している。

まず、ポリスチレンに単持したグアニジンである
PS-TBDを触媒として、アルデヒド、ケトンおよび
イミンに対するシアノシリル化反応を行ったとこ
ろ、PS-TBDが有効な触媒として作用することを見
出した。さらにアジリジンに対するシリル求核剤を
用いる求核的開環反応においても、様々なアジリジ
ン、シリル求核剤に適用できる有効な触媒である事
も明らかにした。

これらの反応において、PS-TBDは回収後、数回
の再利用を行ってもその触媒活性は保っているこ
とも明らかにした。

さらに、シリルエノールエーテルを用いるアル
ドール反応についても検討をいった。この場合は
ポリスチレン短持のトリフェニルホスフィン（PS-
TPP）が有効である事が明らかになった。種々のア
ルデヒドやケトンに対するアルドール反応、さらに
イミンを用いたマンニッヒ反応においてPS-TPPは
有効な触媒となることを明らかにした。

これらは、アミノ酸誘導体、アミノアルコール誘
導体などの有用な合成中間体の効率でかつ環境調
和な合成手法となるものである。
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有用な生理活性化合物や機能性材料の合成などを効率的に行うのに役立ちます。

ポリマーに担持された触媒を用いて合成反応を行うと、触媒を取り除く操作が簡易でま

た、触媒も再利用できるため、とてもエコな合成手法になります。
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ポリマー担持型有機触媒を新規触媒反応の開発


